


































































































































































































































































































































































































































































































































































離れていた。写真に写り込ん い 六名の兵隊の生い立ち、写真撮影の裏側、そして撮影後の歩みを通して、戦地に赴いた兵隊たちの実相を浮き彫りにし、栄光の でほとんど顧みられること なかった戦争 普遍的な暴力性を本書は見事に提示している。祖国において、六名の兵士たちを特定することに人々が関心を寄せ た頃 すで 三名が硫黄島で戦死していた。ブラッドリ
ーは、生き残った自分が英雄視されることに
































































































































































者の手にあま ことである。本稿の目的は日本の「トロッコ 」において自明的な小笠原の抱える問題を読者と共有すること ある。その目的が かばかりか達成できていれば幸 である。安全保障や抑止と う漠然とした論理のもとでなおざりにされる島嶼の人々、あるいは関係する人々の暮らしがある。硫黄島について言えば、旧島民すら上陸が制限されていることに起因す 遺骨収集 遅延のために 遺骨のない空の墓前に花を手向け
る人が
い
る。
「島」
か
ら
「内地」
へ、
あ
る
い
は
「内地」
か
ら「島」へ、帰郷できない人がいるのだ。 れまでほとん
ど語られるこ
とのなかった人々に対する国家によ 「耐久試験」は続いている。こうした問題について、右記の一冊でも手にとって思いを馳せて ただけるならば、筆者として望外の喜びである。
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